
常盤中学校から福祉用具が寄贈
　３月８日に能代市立常盤中学校から、いなほの里へ歩行時の負
担の軽減やバランス補助に使われる「歩行車」１台が寄贈されま
した。
　同校では毎年、ＪＲＣ（青少年赤十字）委員会が中心となり、
常盤小学校生徒と合同でアルミ缶や空き瓶等を回収し、その収益
金を使って市内の福祉施設へ備品を寄贈しています。昨年１１月に
はその活動が認められ、青少年健全育成秋田県大会で秋田県知事
賞を受賞しています。寄贈式で高橋福祉介護課長は「毎年みな
さんから福祉用具をいただいて、利用者は大変喜んでいます。ボ
ランティアでいなほの里へ来てくれることを楽しみにしていま
す。」とお礼の言葉を述べました。

いなほの里

安定した品質・集荷数量の確保を目指す
　大豆生産組合（高橋信男組合長）による臨時総会並びに実績検
討会が３月１６日に開かれ、生産者ら約３５人が参加しました。
　臨時総会では２９年度事業報告や３０年度計画、役員改選などにつ
いて協議をし、それぞれ承認されました。役員改選では新組合長
に大塚忠之さん（河戸川）、副組合長には工藤金義さん（比八田）、
大倉英和さん（藤切台）が選任されました。また、新たに１個人、
１団体が組合員に加入し、さらなる産地拡大が期待されます。実
績検討会では大粒・等級比率の実績や今年度の対策などが説明さ
れ、集中豪雨等への対応として明渠・暗渠等による排水対策の徹
底などが呼び掛けられました。

大豆生産組合

▲新体制で今年度の事業を展開していく

▲歩行車を寄贈するＪＲＣ委員

廃プラスチックを回収し適正処理へ
　ビニールや肥料袋などの農業用廃プラスチックを回収し、ＪＡ
が代行処理申請を行う取組みが３月３１日、ＪＡの各営農センター
で行われました。
　この廃プラ回収は、環境保全と不法投棄を防ぎ、農家が廃プラ
類を適正処理するための手助けとして、年３回行う計画となって
おります。当日は、ＪＡ職員が農家からの処理委託に対応し、営
農センターには廃プラスチックを積んだトラックが次々と訪れま
した。職員らは、多くの古ビニールや使用しなくなった苗箱など
を計量機に運び、全営農センターで３０人の利用があり、約３．０ｔ
が処理委託されました。

営農企画課

▲廃プラを計量機に重ねるＪＡ職員

売れる米づくりランクアップ運動で優良賞を受賞
　秋田県うまい米づくり運動本部と秋田県産米改良協会は３月２８
日、平成２９年度「あきた売れる米づくりランクアップ運動」並び
に第２６回秋田県優良水稲種子生産共励会を秋田県ＪＡビルで開き、
ランクアップ運動で当ＪＡが優良賞を受賞しました。
　この運動は、売れる米づくり対策、販売に大きな影響を与える
品質・食味の向上に重点をおいて、「種子更新率１００％」、「整粒歩
合８０％以上」等を目標に掲げています。受賞した佐藤組合長は
「基幹作物である稲作部門で、これまでの指導・販売が評価され
た。これからも地域農業の継続、発展に最大限努力していく」と
話しました。

ＪＡあきた白神

▲受賞した佐藤組合長
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